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「つなぐ ・つむぐ ・つくる」みとりと翅巌こついても 1時間の授業における「つむぐ」に焦点をあて研究し
ていきたい。学級全体で課題解決へと近づけていくために教師は子どもの考えを把握する。子どもたち




課題 教師と共に単元全体の見 社会的事象から課題を見い 社会的事象について広い視
解決 通しをもって学ぶ だして追究する 野から課題を見いだして追
究する
友だちの考えにかかわり， 多様な考えに進んでかかわ 多様な考えに進んでかかわ




























































子どもたちが巽味 • 関心をもつような活動や調査見学を取り入れた単元計画が必要である。 また，他の友だち
との学び虎冷花を考慮した学習暉勘ゞ大切である。学習課題とは子どもたち⑪ョロ寛憶識からスタートし， 味且
互の束朦＇をしあう中芍菊ヒ発展していくものである 。学醤暉目と出合ったとき，子どもたち虞羨々な疑明を
もちながら追究をはじめる。問圏彰←切追究の見勇しがもてる切実感双ある学習課菌でなければならない。
(2) ひとり学習における子どもの変容
学習課顎と積極的にかかわっていくと，ひとり学習O=fd寛憶識が深まっていく。指導者は一人一人のみとりと
支援が特に重脚こなってくる。ノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を把握しながら
単元溝戎にいかしていきたいと考えている。個口芯じた支援をすることで，子どもたちが調べてきた様々な考え
をつなぎ，つむぎながら全体学習をつくつていく。
(3) 対言舌学習0冴費築
ひとり学習可局ゞてきたことや考えてきたことを全体学習可也者と対話させる中で， 一人一人の学び功質を高
めることができる。対話学習ではともに学び，練り合う場面を囲こ大切にしたいと考えている。
4. 研究の評価
自分の思いや考え方O)j-J敬此なる資料等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を把握する。様々な活動に
おけるノートや侑匹年で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では話し合し活動む重して，対話⑪架まり
方を探り，評価する。子ども自身加学習を振り返る作文で，公正力と総合的に判掬祠ーる力が育っているかを評価
する。
単元の導入と終末には作文を書いて， 自ら変容を意識し，確かめるようにしている。また，学びの足
跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりすることで，新たな課題を見つけて学びを
深めている。
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